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アムドチベット語・共和方言の完了を表す助動詞 
 
海老原 志穂 
 
修士論文では、アムドチベット語・共和方言(以下、共和語)における完了を明示する助
動詞(以下、完了助動詞)のうちの２形式、とが個別に持っている機能を明らかにし
た。 
完了助動詞/は同形の本動詞を持ち、は「放つ」、は「行く」という意味の
動詞過去形で用いられる。完了助動詞は発話の際に非常に高い頻度で用いられるが、これ
らが個別にもっている機能(個別機能)については Wang(1996)が、が意志動詞に、が
無意志動詞に接続すると述べているのみで、詳しくは明らかにされてこなかった。 
本稿では、テキストとインフォーマント調査をもとに、/の使いわけを動詞レベル
と文レベルにわけて考察した。テキスト調査では、テキストの全例文を助動詞別に分類し
た。そして、/がどのような動詞に接続しているか、/と主語の選択及び文末
助動詞との関係などを考察した。インフォーマント調査では、260 の動詞に対して/
どちらを後続させるかを調べた。そして、/の選択の仕方から動詞を次のように 6 つ
のグループにわけた。 
 
1  のみを後続させる動詞 
2 基本的にを後続させる動詞 
  (を後続させる場合には主語の制限がある) 
3 のみを後続させる動詞 
4 基本的にを後続させる動詞 
  (を後続させる場合には主語の制限がある) 
5 との両方を後続させる動詞 
6 その他の動詞 
 
主語の選択とは、主語の人称や有情性によって/の選択が制限されることを指す。
このように 6つに分類した上で、例外である F)を除いたA), B), C), D), E)各動詞群に対して、
それぞれの動詞の特徴をまとめた(動詞レベル)。/両方を後続させる動詞については、
その動詞が/を後続した場合にどのような文の意味や構文の違いが現れるかを記述
した(文レベル)。その結果、助動詞/が、「領域意識」によって使いわけられている
ことを明らかにした。領域意識とは、話し手が発話時点においてその事態を自分の領域内
（自領域）にあるものととらえているか、自分の領域外（他領域）にあるものととらえて
いるかという意識のことである(「領域意識」、「自領域」、「他領域」という用語は星(1997)
による)。つまり、「動詞＋」は「自領域にある、または自領域に近づいてくる」事態を、
「動詞＋」は「自領域にない、または自領域から遠ざかる」事態を表すことがわかっ
た。 
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この完了助動詞が領域意識によって使い分けられているという現象をアムド語に関し
て詳細に分析した研究は未見である。更に、これと同様の現象はチベット語の他方言にも
みられ、チベット語に特徴的な現象であるといえる。よって、本稿で明らかにする内容は、
アムド語のみならず、チベット語全体に関わる文法現象を考える上での１つの資料を提供
する点でも有意義なものである。 
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